
No.759 7.2

0
1991 年(平成３年)

市役所の代表電話は66-7川

真剣な表情でただ今練習中

響け／管弦の八ーモニー水緑文化

第六中学校にオーケストラ誕生

こ

こ
は
第
六

中
学
校

。
学
期
末
試

験

も
終
わ
り
夏

休
み

も
間

近
い

放
課

後
。

音
楽
室
で

は
、
吹
奏
楽

部

・
弦
楽
部
合

同
の
オ
ー

ケ
ス

ト
ラ
編

成
で

の
練
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
情

操
教
育
の
一
環
と
し
て

、
市

内
の

全
中

学
校
に
管
楽

器
の

充
実

を
図

り
、

ブ
ラ
ス

バ
ン

ド
の

設
置
を
進

め
て

き
ま
し

た
。
市
内
全

体
の
レ

ベ
ル

は
高

く
、

県
内

の
コ

ン

ク
ー
ル

で
は
毎

年
上

位

を
占
め
て
い
ま

す
。

そ
の
実
績
の
う
え
に
、
昨
年
弦
楽
器

も
取

り
入
れ
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ヘ

の
取

り
組
み
が
、
ま

ず
、
こ

こ
六
中

で
始
ま

っ

た
の
で
す

。

猛
練
習

を
重
ね
て
３
月
に

は
、
市
内

中
学
校
の
合

同
演
奏
会
で

、
初
め
て
の

演
奏
を

披
露
し
ま
し
た

。

「
じ
っ
く
り
育
て
た
い
」
と
話
す
先

生
の
指
導
の

も
と
、
秋
の
コ
ン

ク
ー
ル

に
向
け
て
、
夏
休

み
に
入
っ

て
か

ら
も

練
習
が

続
け

ら
れ
ま
す

。

弦
楽
器
は
中
学
に
入
っ
て
か
ら
始
め

ま
し
た
。
難
し
い
で
す
が
、
先
生
や
先

輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
み
ん
な
で

協
力
し
合
っ
た
り
し
て
、
少
し
ず
つ
上

手
に
な
っ
て
い
く
の
が
う
れ
し
い
し
、

オ
ー
ケ
ス
ヒ

フ
で
合
わ
せ
る
の
は
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

藤原 優子さん（３年） 荒木 憲子さん（２年）

石塚 久美子さん（３年）
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第 ７５９号

敬老に関するご意見を募集します
「
広
報
ま
つ
ど
」
で
は
、
９

月
５
日
号
に
敬
老
特
集
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
長
寿

社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

敬
老
に
関
す
る
率
直
な
ご
意

見
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
き
、
広
報
紙
上
で

紹
介

し
、
一
緒
に
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

身
の
周
り
の
こ
と
や
、
ふ

だ
ん
考
え
て
い

る
こ
と
な
ど
、

お
年
寄
り
に

関
す
る
こ

と
な

ら

、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構

で

す
。
老
若
男
女
に
か
か
わ

ら
ず
、
ぜ
ひ

ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

※
広
報
紙
上
に

紹
介
さ
れ
た

方
に
は
、
記
念
品
を
差
し

上

げ
ま
す
。

匣
８
月
３
日
出
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
封

書
で
、

ご
意

見
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
ー
五
松

戸
市

役
所
広
報
課
へ

よりよい社会をつく るために

ご
み
減
ら
し
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
を
募
集

ご
み

減

量
の

必
要

性

を
実

感

し

て

い

た

だ

く

た
め

、
夏

休

み

に

親

子

を

対

象
と

し

た

「

ご
み

減
ら
し
サ
ミ
ッ
卜
」
を
行
い
ま

す

。こ
の
サ
ミ
ッ
卜
で
は
、
東
京

都
の

中
央

防

波
堤

ご
み

埋
め

立

て

地
な

ど
の

見

学
、

バ

ス
車

中

で

の

討

論

会

を
計

画
し

て

い

ま

す

。
皆

さ

ん
の

参

加

を

お
待

ち

し

て

い

ま

す

。

日

時
・
・・
８

月
2
0
日

㈹

・
2
2
日

困
、
午
前
９

時
～
午
後
５

時

見
学
地
＝・
東
京
都
中
央
防
波

堤

ご
み
埋
め
立
て
地
な
ど

対
象
・
＝
小
学
校
四
年
生
か
ら

中

学
生
ま
で
の
親
子
（
二
人
一

組
）定

員
＝・
各
回
二
十
五
組
五
十

人
費
用
…

無
料
（
昼
食
は
持
参
）

惠
７
月
3
1
日
困
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
下
記
の
事
項
を
記
入
し
て

（
参
加
の
動
機
を
必
ず
記
入
）
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
杢
二
八
七
ー
五

松
戸
市
役
所
ご
み
を
減
ら
す
課

へ

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

家
庭
単
位
で
は
な
い
行
政
の
ご
み
処
理
の
状
況
を

自
分
の
目
で
見
た
く
て
、
昨
年
の
ご
み
サ
ミ
ッ

ト
に

参
加
し
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
家
庭
で
も
、
ご
み
の
仕
分
け
を
細
か
く
し

た
り
、
ト
レ
イ
の
回
収
に
協
力
し
た
り
と
、
身
近
な

問
題
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

や
は
り
一
人
ひ
と
り
が
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 北松戸

久野 充子さん

雄 輔くん(12歳)

あすみちゃん(9歳)

親子でごみについて学習して みませんか(昨年のサミット から)

成
田
空
港
ま
で
ノ
ツ
・
ス
ト
ツ
ッ
プ

松
戸
駅
か
ら
高
速
バ
ス
が
運
行

京
成
電
鉄
と
成
田

空
港
交
通

が
共
同
し
て

、
６

月
3
0日
か
ら

松
戸
駅
前
～

成
田
空
港
間
の
高

速

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

高
速
バ
ス
は
、
松
戸
駅
前
か

ら
京
葉
道
路
・
東
関
東
自
動
車

道
・
新
空
港
自
動
車
道
を
通
り
、

成
田
空
港
ま
で
の
約
六
一
冫
を

ノ
ン
ー
ス
ト
ッ
プ
で
結
ぶ
も
の

で

す
。

一
日
八
便
（
八
往
復
）
あ
り
、

所
要
時
間
は
約
一
時
間
二
十
分
。

運
賃
は
片
道
で
大
人
二
千
円
、

子
ど
も

示

学
生
以
下
）千
円
で

す
。
荷
物
置
き
場
・
電
話
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

乗

合

バ

ス

定

期

券

の

販

売

開

始
・
＝

西

口

の

バ

ス

案

内

所

で

販

売

し

て

い

ま

す

。

販

売

時

間

（

平

日

）
午

前

い
1
1
1
1

一
時

～

午

後

７

時

（

休

日

）
午

後

１

時

～

５

時

頸

京

成

電

鉄

松

戸

営

業

所

四
6
2

－
1
2
5
5

番

、

市

役

所

交

通

計

画

課

高速バスの運行時刻表

松 戸 駅 発 成田空港発

６時30分 ア時30 分

フ時30分 ９時00 分

10時00分 11時00 分

12時00分 13時00 分

13時30分 14時30 分

15時00分 16時00 分

18時00 分 18時00 分

20時00 分 20時30 分

海外がさらに身近に

地
代
・
家
賃
の
不
当
な
値
上
げ
は
控
え
て

今
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の

評
価
額
を
改
定
す
る
基
準
年
度

に
当
た
り
、
「
評
価
替
え
」
を

実
施
し
ま
し
た

。

税
負
担
の

増
加
を
理
由
と
し

て

、
借
地
・

借
家
人
に
対
し
、

不
当
な
地
代
・

家
賃
の
便
乗
値

上
げ
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

松
戸
市
の
小

規
模
住
宅
用
地

で
の
税
額
の
平
均
的
増
加
状
況

の
一

例
を
下

表
に
示
し
ま
し
た

の
で

、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

烈

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

豪
住
宅
相
談
に
つ
い
て
は
、４

ペ
ー
ジ
の
「
相
談
の

ご
案
内

を

ご
覧
く
だ
さ
い

。

土地の税額増加状況(例)

ペ
平成2年度

(A)

平成3年度

(B)

増 加 額

(B)-(A)

固定資産税

（）内は月額

18,500円

(1,541円)

19,400円

(1,616円)

900円

(75円)

都市計画税

（）内は月額

12,200円

(1,016円)

12,800円

(1,066円)

600円

(50円)

合 計

（）内は月額

30,700円

(2,557円)

32,200円

(2,682円)

1,500円

(125円)

縦面積200m2の宅地（小規模住宅用地）

の場合

夏

休

み

の

催

し

物

夏
休
み
中
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
投
影

烈
市
民
会
館
Ｓ
髄－
1
2
3
7

番 期日･曜日 １ 回目 ２回目 ３ 回目

丱
２

水

木 ＼ 午 後り時

30分から

午後３時

30分から土

日

午前10時

から

費 用
3歳～中学生 30円

高校生以上 50円

夏

休
み

天
文

教
室

８

月
４
日
収
午
後
５
時
3
0分

～
８

時
3
0分

会
場

市
民
会
館

対
象
小
学
校
四
年
生
以
上
（
小

・
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

講

師
元
仙
台
天
文
台
研
究
員
・
菊

地
千
代
美
氏
内
容
夏
の
星
座

の
さ
が
し

方
ほ
か

定
員

先
着

八
十
人

費
用

無
料

持
ち
物

は
さ
み
・
ホ
チ
キ
ス

圃
７

月
2
4日
困
午
前
1
0時
か
ら
、

電
話
で
市
民
会
館｛
1
6
8－
1
2

3
7

番
へ

夏

休
み

こ
ど

も
映
画

大

会

８
月
６
日

収
午
前
1
0時
～
正

午
、
午
後
２

時
～
４
時
の
二
回

会
場
市
民
会
館

内
容

機
動
戦

士
Ｓ
Ｄ

ガ
ン
ダ
ム

、
ム
ー
ミ
ン

「
落
ち
て
き
た
星
の
子
」
、
さ
よ

う
な
ら
カ
バ
く
ん

対

象
小
・

中
学
生
と
保
護
者

費
用

無
料

定
員

各
回
先
着
千
二
百
人

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
午
前
午
後
の
別

・
希
望
人
数
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
ー
五
松

戸
市
役
所
こ
ど
も
課
育
成
係
へ

夏

休
み

親
子

せ
せ

ら

ぎ
教
室

８
月
６
日
内

午
前
９
時
市
役

所
正
面
玄
関
集
合
（
小
雨
決
行
、

荒
天
中
止
）

内
容
葛
西
臨
海

水
族
園
見
学
後
、
江
戸
川
で
稚
魚

を
放
流

対
象

市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
児
童
と
親

定
員

先
着
八
十
人

持
ち
物
昼
食
・

水
筒
・

水
着
・
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
な
ど

費
用

一
人
千
五
百
円

（
不
参
加
で
も
返
せ
ま
せ
ん
）

惠
７

月
2
2日
㈲
～
2
6日
窗
午
前

９

時
～

午
後
４

時
の
間
に
、
電

話
で
江
戸
川
を
守
る
会
松
戸
支

部
（
公

害
課
内
）
へ

文
化

ホ
ー
ル

夏

休
み

講
座

日時 内 容 持ち物 対

象

会

場

定

員7/25

困

午

後

２

時

Ｓ

４

時

化石を学ぶ楽しさを知ろう
ー恐竜の話ー

千葉県衛生研究所･福田芳生氏

筆 記 用 具
小
学
校
四
年
生
以
上
（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

文
化
ホ
ー
ル

各
先
着
3
0
人

26

削

楽しいお手玉遊びを覚えよう
松戸市婦人団体･鈴木しづか氏

裁 縫 用 具

27

出

天気予報のできるまでを学ぼう

気象学会･伊藤嘉一氏

筆 記 用 具

８／６

(火)

江戸川の魚あれこれ

東京都水産試験場･小泉正行氏

７

冰）

昔の風習を学ぼう―まこも細

工をしよう―

新松戸郷土資料館･大井弘好氏

花 ば さ み

８

困

日時計を作つてみよう

科学博物館･佐々木勝浩氏
はさみ・のり

10

山

苜の風習を学ぼう―わらぞう

りを作つてみよう―

子供会育成会・小野瀬ふじえ氏

花 ば さ み

惠
電
話
で
文
化
ホ
ー
ル

一`
6
7
－
7
8
1
0

番
へ

ごみ減らしサミット

・参加希望日

・住 所

・子供の氏名と学年

・参加保護者名

・電話番号

，参加動機



1991 年(平成３年)７月２０日

世界平和都市宣言事業

ダ・カーポの平和 コンサートを開催

松
戸

市

は

、
昭

和
6
0
年
、

平

和

を
願

う

気
持

ち

を

世

界
に

広

め

よ

う

と

、
平

和

維

持
へ

の

努

力

・

非
核
三

原

則

の

順

守
な

ど

を

う
た

っ

た

「
世

界

平

和
都

市

宣

言

」
を

行

い

、
こ

の

宣

言
の

趣

旨
に

沿

っ

た
記

念

事

業

を
毎

年

行

っ
て
い

ま
す

。

昨

年
、

大

変
好

評

を
い

た
だ

い
た
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
に
引

き

続

き
、

今

年
は

、
夫

婦

デ

ュ

オ
の
ダ
・
カ
ー
ポ
を
招
い
て
、

「
第

二
回

松

戸

市
平

和

コ
ン

サ

ー
ト

」
を

行

い

ま
す

。

さ
わ
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
ダ
・
カ
ー
ポ
と
、
市
内
小
中

学

生

の

ジ

ョ
イ
ン

ト

も

企
画

し

て

い

ま
す

。

夏

休
み

の

一
日

、
皆

さ

ん
で

お

楽
し

み

く

だ

さ
い

。

日

時
＝
・
８

月
2
1
日

困

午

後
２

時
3
0
分

開
場

、
３

時

開

演

会

場
＝
・
市

民

会
館

ホ
ー
ル

出
演
・
・
・
ダ
・
カ
ー
ポ
、
市
内

小

・

中
学

校

の
児

童

・

生
徒

内

容
・・
・
「
結

婚

す

る

っ
て

本

当
で
す
か
」
「
野
に
咲
く
花
の

よ

う
に
」
ほ
か
約
二
十
五

曲

定
員
…

先
着
千
二
百
人

費
用
・：
無
料

惠
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
希
望
人
数
（
ハ

ガ
キ
一
枚
に
つ
き
三
人
ま
で
）

を
記
入
し

、
〒
2
7
1松
戸
市
根
本

三
八
七
―
五
松
戸
市
役
所
総
務

部
庶
務
課
へ

この平和をいつまでも(昨年の松戸 まつり から)

松 戸 花 火 大 会

８月10日に開催

８
月
1
0日
出

、
午
後
７
時
3
0

分
～
９

時
〔
雨
天
・
荒
天
の
場

合
は
８
月
1
7日
出

に
延
期
〕

会
場
・
＝
商
工
会
議
所
先
の
江

戸
川
河
川
敷
（
打
ち
上
げ
は
三
郷

市
東
京
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
）

内
容
・
＝
打
ち
上
げ
花
火
・
仕

掛
け

花
火
・
水
際
花
火
・
ナ
イ

ヤ
ガ
ラ
・
ス
タ
ー
マ
イ
ン

※
交
通
規
制
に
つ
い
て

は
広
報

ま
つ

ど
８
月
５
日

号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

蠢
松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
商
工
会
議
所
内
)
e
6
4
1
3

1
1
7

番

夏の風物詩はやっ ぱり花火です

大
江
戸
花
火
ま
つ
り

古
ヶ
崎
周
辺
で
交
通
規
制

７

月
2
6日
金
午
後
６
時
3
0分

～
1
0時
〔
雨
天

等
の
場
合
は
８

月
９
日
倒
に
延
期
〕
会
場
古

ヶ
崎
の
江
戸
川
河
川
敷

交
通

規
制
区
域
古
ヶ
崎
一
丁
目
、
栄

町
西
四
～
五
丁
目
、
流
山
街
道

と
江
戸
川
河
川
敷
の

問
な
ど

黷
大
江
戸
花
火
ま
つ
り
事
務
局

｛
1
0
3－
1
5
2
6
9
－

８
５
９
ｎ
乙

番

平
和
パ
ネ
ル
展
を
開
催

期

日
・・
・
①
７

月
3
1
日

困

～
８

詈

１１一
日

㈲
〔
５

日

㈲
は

休

館

〕

②
８

月
1
2
日

㈹
～
1
7
日

出

会

場

＝
・
①
文

化

ホ

ー
ル

ギ
ャ

ラ
リ
ー
②
市

役
所
一
階
本
館
新

館
連
絡
通
路

内
容
＝・
ユ
ニ
セ
フ
の
ア
フ
リ

カ
飢
餓
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
と

市
内
小
・
中
学
生
の
図
画

約
九

十
点
を
展
示

崑
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

平

和

図

書

コ

ー

ナ

ー

開

設

期
日

＝
・
８
月
１
日

團
～
1
5日
閑

会

場

ご
・
市
立

図

書
館

本

館

二

階茴

市

立

図
書

館
四
6
5－
5
1
1

5
躊

犬
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い

犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と
狂

犬
病
予

防
注
射
が
必
要
で

す
。

今
年
度
、
ま
だ
済
ん
で

い
な

い
場
合
は
、
近
く
の
獣
医
師
の

と
こ
ろ
で
注
射
を
受
け

、
証
明

書
を
持
っ
て
市
役
所
生
活
環
境

課
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

正

し

く

つ

な

い

で

安

全

に

飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
り
、

子
供
が
か
ま
れ
る
な
ど
の
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
は
正
し
く
つ

な
い
で

飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
中
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
敷
地
内
で

の
放
し
飼
い
も
、
県
の
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
つ
越
し
な
ど
で

、
犬
や
猫

が
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
次
の

飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い

と
き
は
、
捨
て

た
り
し
な
い
で

保
健
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
サ
ル

な
ど
危
険
動

物
を
飼
う

と
き
は
、
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

黷
犬
の
登
録
＝
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係
、
動
物
の
飼
い
方
＝

松
戸
保
健
所
食
品
衛
生
課
｛
1
6
1

－
2
1
2
1

番

８
月
は

電
気
使
用
安
全
月
間

原
爆
投
下
日
に
は

慰
霊
と
平
和
の
祈
念
を

昭
和
2
0年
８

月
６
日
午
前
８

時
1
5分
広
島
に
、
８
月
９
日
午

前
1
1時
２
分

長
崎
に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、
満
四
十

六
年
を
迎
え
ま
す
。

死
没
者
の
め
い
福
と
世
界
の

平
和
を
祈
り
、
各
職
場
や
家
庭

で

、
一
分
間
の
黙
と
う
を
し
ま

し
ょ
う
。

鵄
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

動物は飼い主だけが頼り です

あ

な

た
の

健

康

⑩

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
皮
膚
炎
は
。
海
水
浴

後
に

水
着
で

覆
わ

れ
た
部

位
に
み
ら

れ
る
急
性
皮
膚
炎
で
、
海
で
働
く
人
た

ち
に
と
っ
て

は
、
日
常
よ
く
経
験
し
て

い
る
こ
と
で

す
。

し
か
し
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

一
般
の
人
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
多

く
な
り

、
と
き
に

集
団
発
生
が
あ
っ
て

ク
ラ

ゲ
皮
膚
炎
と
ま
ち
が
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

症

状

と

原

因

は

海
水
浴
中
あ
る
い

は
陸
に

上
が
っ
た
後
、

広
い
範
囲
に
、
し
か

も
い

っ
せ
い
に
チ
ク

チ
ク
し
た
か
ゆ
み
を

感
じ
、
そ
の
数
時
間

後
か
ら
翌
日
に
か
け

て
、
主
に
水
着
に
覆

わ
れ
た
部
位

、
太
っ

た
人
で
は
、
脇
の
下
、

乳
房
下
部
、
上
腕
や

大
腿
の
内
側
に

、
直

径
五
～
十
、ｆ
μ

く
ら

い
の
紅
い
じ
ん
ま
し

ん
に
似
た
発
疹
や
、

水
庖
が
み
ら

れ
、
強
い
か
ゆ
み
が
あ
る

の
が
特
徴
で

す
。

特
に
陰
部
が
か
か
る
こ
と
が
多
く
、

キ
ン
食
い
虫
、
チ
ン
チ
ン
虫
な
ど
の
俗

称
も
あ
り
ま
す
。

幼
児
や
小
児
で
広
い
範
囲
に
皮
膚
炎

が
お
こ
る
と
、
三
八
度
～
三
九
度
く
ら

い
の
発
熱
を
み
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、

発
疹
は
た
い
て

い
数
日
で
消
え

る
こ
と

が
多
い
よ
う
で

す
。

こ
の
皮
膚
炎
は
、
力
二
（
コ
メ
ツ
キ

ガ
ニ
、
カ
ニ
ダ
マ
シ
）
の
幼
虫
な
ど
、

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
棘
の
刺
し
傷
に

よ

っ
て
お
こ

る
も
の
で

、
特
に
台
風
や

大
雨
の
後
で

海
水
が
濁
り
、
海
藻
が
多

く
な
っ
た
と
き
や

、
赤
潮
な
ど

プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
異
常
に
発
生
し
た
と
き
と
一

致
し
て

、
被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

一
方
、
ク
ラ
ゲ
皮
膚
炎
は
、
海
水
浴

中
に
浮
遊
し
て
い
る
、
ク
ラ

ゲ
（
カ
ツ

オ
ノ
エ

ボ
シ
、
ア
ン

ド
ン
ク
ラ

ゲ
）
の

触
手
に
ふ
れ
て

お
こ
る
刺
し
傷
で
、
と

き
に
浜
辺
に

打
ち
上

げ
ら
れ
た
触
手
に
ふ

れ
て

も
受
傷
す
る
こ

と

が
あ
り
ま

す
。

こ
れ
に
剌
さ
れ
る

と
、
激
し
い
痛
み

と

強
い
赤
み
と
む
く
み

が
お
こ
り
、
水
疱
や

出
血
斑
が
線
状
に
な

ら
び
、
浅
い
潰
瘍
を

つ

く
る
こ
と
も
あ
り
、

一
般
に

プ
ラ
ン
ク
ト

ン
皮
膚
炎
よ
り
症
状

が
強
い
の
で
、
容
易

に
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

予

防

と

手

当

海
水

浴

後
は

す

ぐ

に

真

水
の

シ

ャ
ワ

ー

を
浴

び
て

、
プ

ラ

ン

ク

ト
ン

を
洗

い

流

す
こ

と

が

よ
く

、

ま

た

海

水
を

よ

く

ふ

き
と

っ
て

、

体
を

乾

か

す
こ

と

も

有

効
で

す
。

化

繊

の

す

べ
す

べ
し

た

水

着
を
つ

け

る

と

、

プ
ラ

ン

ク
ト

ン

が

付

き
に

く

く

し

た

が

っ
て

被

害
を

受

け

る
こ

と

も

少

な

く

な
り

ま

す

。

皮

膚
炎

は

、

抗

炎
症

外

用

剤
を

数
日

使

用

す

る
こ

と
で

、
軽

快
し

ま
す

。

（
松
戸
市
医

師
会
）

プランクトン皮膚炎

(海水浴皮膚炎)
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力を合わせてきれいな水辺を

河
川
浄
化

平 成２ 年 、水質 汚 濁防 止 法が改 正さ れ 、河

川 の汚 れの 主な 原因 であ る生 活排 水対 策 につ

い て 、国 ・県 ・市 ・市 民 のそ れぞ れの責 務 が

明 記さ れ まし た。

松 戸市 は、 今年 の春 、 改正さ れ た同 法 に基

づ く「 生 活排水 対 策重点 地 域」に指定 さ れ、 生

活排 水対 策を 含む「水 環境 管理 基本 計画 」を 今

年 度中 に 策定し ま す。

今回 は 、改 正ざ れた 水質 汚濁 防止 法を 特集

し まし た 。

赤圦（いり）樋門付近の坂

川

生活排水はどこへ行く

市内の河川は、坂川・国

分川・大津川の３つの水系

に大別されます。

各家庭から出た生活排水

は、下水道を利用している

場合を除いて、各水系別に

それぞれの川へと流れ込み、

さらに坂川の水は江戸川へ、

国分川は市川市を通って東

京湾へ、大津川は最終的に

手習沼へと流れていきます。

※鉄道は、流域境を分か

り やすく するため新京

成線だけを記載し まし

た。

特
集

改
正
さ
れ
た

水
質
汚
濁
防
止
法

市
内
を
流
れ
る
川
の
汚
れ
の

原
因
は
、
現
在
で

は
、
そ
の
約

八
割
が
生
活
排
水
（
家
庭
か
ら

の
排
水
）
に
よ
る
も
の
で
す
（
円

グ
ラ
フ
参
照
）
。

昭
和
4
0年
代
半
ば
ま
で
は
、

川
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、
工

場
・
事
業
所
な
ど
か
ら
の
産
業

系
配
水
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
4
5年
の
水
質
汚

濁
防
止
法
の
制
定
に
よ
り
、
工

場
・
事
業
所
な
ど
の
排
水
に
は

厳
し
い

水
質
規
制
が
課
せ
ら

れ
、

そ
の
結
果
、
こ

れ
ら
の
排
水
は

か
な
り
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
水
質
汚

濁
防

止
法
の
中
に
も
触
れ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
生
活
排
水

が
、
人
口

の
集
中
・
生
活
様
式
の
変
化
・

宅
地
開
発
に
よ
る
わ
き
水
の

減

少
な
ど
と
重
な
っ
て

、
市
内
の

川
の
汚
れ
の
主
な
原
因
と
な
っ

て

き
た
の
で

す
。

市
内
河
川
の
水
質
汚
濁
は
、

単
に
景
観
上
や
親
し
め
る
水
辺

が
な
い
と
い
う
問
題
だ
け
で

は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
の
川
は
、
坂
川
・
国
分

川
・
大

津
川
の
三
つ
に
大
別
さ

れ
ま
す
が
、
特
に
坂
川
は
、
水

道
水
を
取
水
し
て
い
る
江
戸
川

に
流
れ
込
み
、
江
戸
川
の
水
を

汚
染
し
、
「
ま
ず
い
水
道
の
水
」

の
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
に
よ

る
川
の
汚
れ

は
、
松
戸
市
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、
全
国
の

都
市
が
抱
え

る
重
大
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま

す
。

河川の汚れの原因

市
や
市
民
の
責
務
が
明
確
に

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
平

成
２

年
、
水
質
汚

濁
防
止
法
が

改
正
さ
れ
、
初
め
て

、
生
活
排

水
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

の
条

文
が
盛
り
込
ま
れ
、
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
・
国
民
の
そ
れ

ぞ
れ
の
責
務
が
明

記
さ
れ
ま
し

た
。国

の
責
務

①
国
民
に
対
す
る
知
識
の
普
及

に
努
め
る
こ
と

②
県
・

市
町
村
に
対
し
、
技
術

的
・

財
政
的
援
助
を

実
施
す

る
こ
と

都
道
府
県
の
責
務

①
生
活

排
水
対
策
重
点
地
域
を

指
定
す
る
こ
と

②
広
域
に
わ
た
る
施
策
を
実
施

す
る
こ
と

③
市
町
村
間
の
調
整
に

努
め
る

こ
と

④
市
町
村
に
対
す
る
技

術
的
・

財
政
的
援
助
・
助
言
を
す
る

こ
と

市
町
村
の
責
務

①
下

水
道
・
河
川
浄
化
施
設
・

合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
の

、

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備

に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

②
生
活
排
水
対
策
に
つ

い
て
の

知
識
の
普
及
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

③
重
点
地
域
に

指
定
さ
れ
た
市

町
村
は
、
「
生
活
排
水
対
策

推
進
計
画
」
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

④
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市

町
村
は
、
生
活
排
水
対
策
推

進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
方
針

に
従
い

、
施
策
を
実
施
す
る

こ
と

国
民
の

責
務

①
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
の

実
施
を
心
掛
け
る
こ
と

②
国
や
地

方
公
共
団
体
（
県
や

市
）
が
実
施
す
る
生
活
排
水

対
策
に

協
力
す
る
こ
と

③
汚
れ
の
量
の
低
減
に

役
立
つ

設
備
の
整
備
に
努
め
な
く
て

は
な
ら
な
い

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
と
て

も
難
し
い
事
の
よ
う
な
気
が
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
要
約

す
る
と
、
「
市
は
系
統
立
て
た

計
画
を
策
定
し

、
生
活
排
水
対

策
の
知
識
を
市
民
に
広
め

、
処

理
施
設
の
整
備
に
努
め
、
市
民

は
そ
れ
に
協
力
し
、
国
や
県
は
、

市
に
技
術
的
・
財
政
的
援
助
を

実
施
し
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な

水
辺
を
つ
く
ろ
う
」
と
い

う
こ

と
で
す
。

相
談
の
ご
案
内

７

月
2
1日
～
８

月
3
1日

▽
住
宅
相
談

毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～

午
後
４

時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

マ
税
務
相
談

８

月
９
日
窗
午

後
１

時
～
５
時
、
市
役
所
相
談

コ
ー
ナ
ー
で

マ
登
記
相
談

８

月
1
6日
幽
午

後
１

時
～
４
時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ

ー
で

マ
行
政
相
談

７

月
2
2日
㈲
、

８

月
1
2日
㈲
・
2
6日

側
、
午
後

１

時
～
３

時
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

マ
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一
般
相

談

い

ず
れ
も
毎
日

午

前
８

時
3
0分
～
午
後
５
時

全

曜
日
は
午
後
Ｏ

時
3
0分
ま
で

）
、

市
民
相
談
室
で

マ
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電
話
受
け
付
け
）

毎
週
火

・

木
曜
日

、
７
月
2
2日
㈲
、
８

月

1
2日
㈲
・
2
6日

向
の
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
５

時
、
８
月
５
日

向
午
前
９
時
～
正

午
、
市
役
所

相
談
ヲ

ー
ナ
ー
で

マ
発
明
相
談

８
月
1
4日
團

午

後
１
時
～
３

時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ

ー
で

蠢
こ
こ
ま
で
は
い
ず
れ
も
市
民

相
談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談

８
月
７

日
困
・
2
1日
困
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

黯

商
工

課
振
興
係

マ
労
働
相
談

８
月
５
日
向
・

1
9日
向
午
後
１
時
～
５

時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
（
四

〇

4
7
1
1
6
3
j
0
2
4

［
Ｄ

番
］
、
東
葛
飾
支
庁
商
工
労

政
課
(
0
6
1
1
2
1
1
5
琶

で
も
行

っ
て
い
ま
す
。

黯

商
工

課
労
政
係

マ
消

費

生

活
苦

情

相

談

毎
日

午
前

８

防
3
0分
～
午

後
５

時

呈

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0
分

ま

で

）
、

消
費

生

活

セ
ン

タ
ー
で

黯

消

費

生
活

セ

ン

タ

ー
四
6
5－

6
5
6
5

番

マ

婦

人

就

業
相

談

毎
週

水

・

金
曜
日

午
前
1
0
時

～

午

後
４

時

内

職

相

談
室

で

蠢

援

護

課

社
会

係

マ

心

配

ご

と
相

談

・
人

権

相

談

７

月
2
6
日

金
＝

市

役
所

相

談

コ

ー
ナ

ー

、
８

月
１

日

閑
＝

小

金

原

市

民

セ
ン

タ
ー

、
２

日

白
＝

市

役

所

相
談

コ

ー

ナ

ー
、
５

日

囲
＝

○

馬

橋

支

所

、
６

日

㈹
＝

○

六

実

支
所

・

小

金
市

民

セ

ン

タ
ー

、
了

日

圉
＝

常
盤

平

支

所
・

○

新
松

戸
市

民

セ

ン

タ

ー
、
９

日

白

・
1
6
日

白

・
2
3
日

面
＝

市

役
所

相

談
コ

ー

ナ

ー
、

い

ず

れ

も

午

前
1
0
時

～

午

後
３

時

※
○

印
は

心

配

ご
と

相

談

の
み

。

人
権
相
談
は
、
千

葉

地

方
法

務

局
松
戸
支
局
（｛
。
6
3－

６

２

７

８

番

｝
で

も

行

っ
て

い

ま

す

。

蠢

人

権
相

談
＝

援

護
課

庶

務

係

、

心
配

ご
と

相

談
＝

社
会

福

祉

協

議
ふ
器
6
8
1
0
5
0
3

番

マ

年

金
相

談

７

月
2
3
日

㈹
＝

矢
切

支

所

、
2
6
日

面
＝

東

部

支

所

、
８

月

２
日

白
＝

常

盤

平

支

所

、
６

日

㈹
＝

小

金

支

所

、
９

日

脂
１

小

金

原

支

所
、

１９
一
日

㈲

＝

馬

橋

支

所

、
1
6
日

白
上

（

実

支
所

、
2
0日

㈹
＝

新

松

戸

支
所

、

2
3日

脂
＝

矢

切

支

所

、
2
7
日

㈹

＝

東

部

支

所
、

い

ず

れ

も

午
前

1
0時

～

午

後
３

時

※

こ

の

日
以

外

は

、

国

民

年
金

課

へ

黯

国

民

年

金
課

適

用

係

※

相

談

は

す

べ
て

無

料
で

す

。

お

気

軽
に

ご
利

用

く

だ

さ
い

。



1991 年( 平 成３年) ７月 ２０日

力を合わせてき
れいな水辺を

松戸市が生活排水対策重点地域に指定される

今
年
度
中

に

「
水
環
境
管
理
基
本
計
画
」
を
策
定

改
正

さ
れ

た

水
質

汚

濁

防
止

法
の

中
に

、

都

道
府

県

の

責
務

と
し

て

、
「

生
活

排

水

対

策
重

点

地
域

の

指

定

」
が
あ

り
ま

す

。

こ

れ

を
受

け
て

千

葉

県

知
事

は

、
今

年
３

月

、
松
戸
・
千

葉
・
柏

の

各
市

を

県
内

の

生
活

排

水
対

策

重
点

地

域
に

指

定
し

ま
し

た

。

重
点
地
域
の
指
定
を
受
け
た

市
町
村
は
、
生
活
排
水
対
策
を

系
統
立
て
て
実
施
す
る
た
め
に

、

「
生
活

排
水
対
策
推
進
計
画
」
を

策
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

松
戸
市
で
は
、
市
内
の
水
環

境
を
、
将
来
を
見
つ
め
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
識
を
反
映
し

た
形
で
整
備
し
て
い
く
た
め
に
、

生
活
排
水
対
策
計
画
を
含
む

。

「
水
環
境
管
理
基
本
計
画
」
を

今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

今
後
、
こ
の
基
本
計
画
に
基

づ
い
て

、
下
水
道
の
整
備
・
河

川

浄
化
施
設
の
設
置
・
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
促
進
・
環
境

教
育
・
河
川
維
持
用
水
の
確
保

・
親
し
め
る
水
辺
づ
く
り
な
ど

の
事
業
を
、
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

こ

れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
加

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て

、
き
れ
い
な
水
辺
づ
く
り

へ
向
け
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

い
け
た
ら
、
き
っ
と
市
内
に
も

「
ふ

る
さ
と
」
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
水
辺
が
よ
み
が
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

残

生
活
環
詭
課
生
活
環
境
係

家 庭 で で き る

浄 化 対 策

一人ひとりのちよっとした㈲づかいで、生

活排水はかなりきれいになります。「私だけ

がやってもしようがない」と思わずに、「ま

ず私が」という気持ちで、家庭でできる浄化

対策にご協力ください。

1.調理くずや食べ残しは、細かいも

のも回収しましよう

ごみを

流さ ず

回収します

2｡食器やなべなどは、油をふきとつ
てから洗いましよう。

油をふき 取って

から 洗い

ましよう 。

3｡洗濯には、粉せっけんなど無リン
の洗剤を「計量」して使いましよ
う。

洗剤は

計量して

4｡敷地内の「排水ます」のごみをこ
まめに取り除きましよう。

5｡浄ｲ匕槽の定期的な保守点検を受け、

適切な清掃を実施しましよう。

寄
付
あ
り
が
と
う

平
成
２
年
1
0月
１
日
～
３
年
３
月
3
1日
分

多

く
の

皆

さ
ん

か
ら

貴

重

な

寄

付

を
い

た
だ

き

、

あ
り

が

と

う

ご
ざ
い

ま
し

た

。

皆
さ

ん

の

寄

付

は

、
趣

旨

に
沿

っ
て

使

わ

せ
て

い

た
だ

き

ま

す

。

福

祉

関
係
へ
・・
・
矢
切

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
利
用

者

一
同

、

セ

イ

コ

ー
労

働

組

合

セ
イ

コ

ー

電

子
工

業
支

部

高

塚

地
区

支

部

、

松

戸
み

ど

り

幼

稚

園
Ｐ

Ｔ
Ａ

、

藤

咲
順

子

、

群
馬

県
人

会

、

サ

ン
エ
ブ
リ
ー
新
松
戸
店
、
菰
田

信
美
、
三
井
信
託
銀
行
㈱
松
戸

支
店
、
東
葛
石
油
㈱
、
松
戸
た

ば
こ
商
業
協
同
組
合
婦
人
部
、

飭
日
本
競
輪
選
手
会
南
関
東
地

区
本
部
、
小
林
清
孝
、
西
田
光

雄
、
松
戸
市
畳
業
組
合
、
松
戸

朗
読
奉
仕
会
・
松
戸
点
訳
奉
仕

会
・
聖
ミ
カ
エ
ル
会
・
日

本
キ

リ
ス

ト
教
団
松
戸
教
会
婦
人

部
、

五
香
南
町
会
、
日
新
製
鋼
㈱
松

戸
寮
自
治
会
、
み
の
り
台
駅
前

通
り
商
店
会
、
滝
本
潤
、
松
戸

木
材
同
業
組
合
、
み
ど
り
ダ
ン

ス
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
㈱
拓
匠

開
発
、
江
戸
川
学
園
豊
四
季
専

門
学
校
、
秋
葉
行
永

、
吉
岡
誠

四
郎
、吉
岡
ゑ
い

、
酒
井
寳
祐
、

稔
台
盆
栽
愛
好
会
、
佐
藤
賢
治

、

淨
安
寺
た
ち
ば
な
会
、
佐
々
木

剛
毅
、
皆
川
沢
次
郎
、
森
川
み

ど
り
、
松
戸
建
築
組
合
、
中
小

企
業
家
同
友
会
松
戸
支
部
チ
ャ

リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
、

松
戸
商
工
会
議
所
婦
人
会
、
松

戸
市
職
員
蘭
友
会
、
松
戸
名
人

会
、
寒
風
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

、

ゆ
う
か
り
手
工

芸
文
化
の
会
、

神
山
栄
子
、
松
戸
東
口
商
店
会
、

加
藤
孝
、
亀
有
信
用
金
庫
、
手

編
み
並
木
の
会
、
馬
橋
北
小

学

校
六
学
年
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
千
葉
ユ
ー
カ
リ
、
太
陽
ハ

ウ
ス
㈱
、
馬
場
計
子
、
根
本
千

代
子

、
船
橋
信
用
金
庫
六
高
台

支
店
ダ
ン
ス

教
室
、
平
林
看
護

婦
家
政
婦
紹
介
所
、
佐
々
木
茂

弘
、
松
戸
茶
道
会
、
㈲
市
の

家

石
材
店
、
大
地
規
裕
、
矢
畑

聰

二
郎
、
㈱
浅
野
工
務
店
安
全
協

力
会
、
松
戸
東
口
１

タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
編
物
文
化

協
会
、
松
戸

市
青
果
物
商
業
協
同
組
合
、
け

や
き
庵
、
仁
王

会
、
神
田
直
寿
、

秋
葉
澄
夫
税
理
士
事
務
所
、
中

央
若
杉
会
と
き
わ
平
支
部
、
き

よ
し
ヶ
丘
す
み
れ
会
、
㈱
大
竹

興
業
、
日
本
電
信
電
話
㈱
松
戸

支
店
、
㈱
海
老
澤
工
務
店
・
海

老
澤
工
務
店
海
進
会
、
北
九
州

建
設
㈱
、
上
野
久
栄
、
松
戸
地

区
同
盟

、
京
葉
瓦
斯
㈱
松
戸
支

社
、
楢
原
建
設
㈱
・
楢
原
建
設

功
友
会
、
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐

屯
地
、
松
戸
芸
術
舞
踊
協
会
、

松
戸
競
輪
労
働
組
合
、
松
戸
市

医
師
会
常
盤
平
地
区

ゴ
ル
フ
同

好
会
、
東
京
病
院
共
済
会
、
明

石
光
也
、
2
1世
紀
情
報
化
フ
ォ

土

フ
ム
実
行
委
員
会
、
竹
澤
建

設
㈱

、
松
戸

市
傷
痍
軍
人
会
。

㈱
山
野
辺
建
設
一
同
・
山
野
辺

建
設
協
力
会
一
同
、
㈱
ナ
コ
ス

馬
橋
店
、
千
葉
県
電
気
工
事
工

業
組
合
松
戸

支
部
、
さ
つ
き
ま

つ
り
実
行
委
員
会
、
大
豊
技
研

㈱
、
中
村
善
一
、
大

橋
豊
嗣
、

白
園
基
、
松
戸
市
分
譲
住
宅
事

業
協
同
組
合
、
千
葉
県
中
央
青

果
㈱
・
愛
媛
県
青
果

農
業
協
同

組
合
連
合
会
、
中
山
与
志
子
・

小
松
崎
京
子
、
安
川
伸
太
郎
、

丸
山
博
、
秋
田
県
の
観
光
と
物

産
展

実
施
協
議
会
、
横
手
市
、

県
立
松
戸
高
等
学
校
家
庭
委
員

会
、
㈱
石

井
工
務
店
恵
友
会
、

東
京
家
政
大

学
、
㈱
千
葉
三
越

百
貨
店
、
西
俊
而
、
㈱
ハ
ロ
ー

マ
ー
ト
、
丸
山
富
司
雄
、
下
山

税
務
会
計
事
務
所
、
馬
橋
地
区

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
、

紬
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
松
戸
支
部
、
竹
場
康
彦

教
育
関
係
へ

＝・
助

佐
藤
玩
具

文
化
財
団

、
松
戸
力

作
パ
友
の

会
、
川
田

信
夫
、
黒
沢
正
義
、

中
台
弘
志
、
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム

㈱
、
松
戸
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
、
坂
倉
喜
三
郎
、
千
石
正

一

そ
の
他
上

局
城
英
司
、
東
京

電
力
㈱
、
松
戸
ユ

ー
カ
リ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
加
藤
康
夫
・

宮
内
友
三
郎
・
内
山
幸
雄
、
㈱

旭
メ
デ
ィ
ッ
ク
、
宮
敏
夫
、
芦

田
弘
一
郎
、
伊
藤
五
郎
、
㈲
相

馬
小
金
原
サ
イ
ク
ル
、
松
戸
市

安
全
都
市
協
議
会
交
通
安
全
部

会
、
松
戸
交
通
安
全
母
の
会
、

㈱
富
士
銀
行
松
戸
支
店
・
安
田

火
災
海
上
保
険
㈱
松
戸
支
店
・

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
松
戸

支
社
・
安
田
信
託
銀
行

㈱
柏
支

店
、
松
戸
公
産
㈱
、
太
田
原
栄
、

松
戸
建
築
事
務
所
協
会
、
黄
色

い
帽
子
の

会
（
順
不
同
・
敬
称

略
）

蠢
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

7/28(日)も市税の収納を行います

７月28日も市役所収納課・各支所で、午

前９時～午後４時の間、市税の収納を取り

扱います。市税の納付を忘れている人は、

ぜひ納入してください。

豬収納課管理係

鈴

虫
を

無
料

配
布

７

月
2
3日
㈹
午
前
９
時
3
0分

Å
1
1
1
1

一
時
3
0分
〔
雨
天
決
行
〕

配
布
場
所

①
松
戸
西
口
公
園
②

金
ケ
作
公
園
駐
車
場
③
小
金
原

公
園
示

広
場
）
④
新
松
戸
中
央

公
園
示

広
場
）

配

布
数

四
力

所
合
計
二
万
匹
（
一
人
当
た
り

オ
ス
ーメ
ス
各
二
匹

、
先
着
順
）

″
虫
か

ご
（
網
目
の
細
か
い
も

の
）
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い

。

蠢
公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼
ぶ
係

特

別
児
童

扶
養

手
当

を

ご
存

じ
で

す

か

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
二

十
歳
未
満
で

、
身
体
や
精
神
に

一
定
の
障
害
を
持
つ
児
童
の
父

か
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で

す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手

当
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん

①
対
象
児
童
や

、
手
当
を
受

け
よ
う
と
す
る
父
母
ま
た
は
養

育
者
が
日

本
国
内
に
住
所
が
な

い

②
対
象
児
童
が
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
③
対

象
児

童
が
、
児
童
福
祉
施
設
等
（
保

育
所
・
通
園
施
設
・
肢
体
不
自
由

児
施
設
の
母
子
入
所
を
除
く
）

に
入
所
し
て
い
る
④
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る

黯
し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

国

民
年

金
保

険
料
免

除
の

制

度

が
あ

り
ま
す

事
情
が
あ

っ
て

保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い

場
合
、
一
年
以
内

の

期
間
で

、
保
険
料
の
納
付

が

免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
第
一
号
被
保
険
者

（
任
意
加
入

者
を
除
く
）
の
み

で
、
次
の

条
件
に
あ
て
は
ま
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
営
業
不

振
な
ど
で

所
得
が
な

く
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

②
病
気
・
け
が
な
ど
で
経
済
的

に
困
っ
て
い

る
人

③
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

特

別
な
理
由
が
あ
る
人

来
申
請
時
に
、
平
成
３

年
度
の

所
得
申
告
が
済
ん
で

い
な
い

人
は
、
市
民
税
課
へ
至
急
申

告
し
、
そ
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
１

月
２
日
以

降
本
市
に
転
入
し
た
人

は
、

前
住
所
地
で
の
申
告
書
の
写

し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い

。

蠢
国
民
年
金
課
保
険
料
係

国

民
年

金

保
養

施
設
利

用
補

助

券

を
交
付

し
ま

す

対
象
国
民
年
金
の
被
保
険
者

お
よ
び
受
給
権
者

補
助
金
額

五
百
円
（
宿
泊
利
用
者
一
人

一

泊
一
枚
）

匣
ハ
ガ
キ
に
利
用
者
個
々
の
国

民
年
金
証
書
の
記
号
番
号
、
利

用
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番

号

、
利
用
施
設
名
、
利
用

年
月

日
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
－
9
1
千

葉
市
市
場
町

〒

一
千
葉
県
社

会
部
国
民
年
金
課
内
轍
千
葉
県

国
民
年
金
福
祉
協
会
(
≪
0
4

7
2
－
2
3
j
2
3
8
2

番
）
へ

花
火
は
楽
し
く

安
全
に

三角コーナ ーに「ろ紙袋」を

排水口のかごにも「ろ紙袋」を



第７５９号

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

催
し
物

松
戸

親

と
子
の

良

い
映
画

を
み

る
会

７

月
2
3日
㈹
午
前
1
0時
・
午

後
Ｏ

時
3
0分
・
３

時
・
６

時
3
0

分
上
映

会
揚
市
民
会
館

費

用
前
売
旦
（

百
円
（
当
日
八
百

円
）

内

容
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン

「
走
れ
／
白
い
オ
オ
カ
ミ
」

黯
奥
田

四
6
2－
3
7
3
8

番

精

神
保

健
講
座

７

月
％一
日
市
午
後
１

時
～
４

時

会
場
松
戸
保
健
所

内
容

講
演
会
「
大
変
す
ぎ
な
い
か
家

族
の
役
割
と
負
担
」
弁
護
士
・

酒
井
幸
氏

費
用
無
料

頸
松
戸
保
健
所
予
防
課
｀
6
1－

2
1
2
1

番

も

く
せ

い
園

納
涼
大

会

市
川
・
習
志
野
・
浦
安
・
鎌

ヶ
谷
・
松
戸
の
五
市
で
設
置
し

た
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
も

く
せ
い
園
」
で
納
涼
大
会
を
行

い
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
８
月
３
日
出
午
後
ら
時

3
0分
～
８
時
3
0分

吊

天

中
止
〕

会
場

も
く
せ
い

園
（
鎌
ヶ
谷
市

中
沢
字
南
台
三
一

〒

一
）

内
容

盆
踊
り
・
模
擬
店

黯

も
く
せ
い
園

｀
0
4
7
4
－

4
3－
3
3
3
1

番

圉
電
話
で

社
会
教
育
課
市
民
大

学
講
座
係
へ

市
民
大
学
講
座

日
舞

お

さ
ら

い
会

７

月
2
7日
出
午
前
1
1時
開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

旦
三
姿
花
会
翕
9
0
4
8
9
｀

番利

根
川

治
水

百
年
記

念
行

事

８
月
2
9日
團
午
後
１
時
～
４

時

会
場
市
民
会
館

内
容
公

演
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
郷
土
芸
能

※
利
根
川
写
真
展
を
８
月
2
7日

㈹
～
９

月
１
日
㈲
の
間
、
文

化
ホ

ー
ル
で
行
い
ま
す
。

黯
河
川
課
業
務
係

テ

ー
ブ

ル
マ

ジ
ッ

ク
発

表
会

７
月
2
8日
収
午
後
５

時
～
８

時

会
場
市
民
劇
場

費
用
三

百
円

定
員
先
着
八
十
人

崑
松
戸
奇
術
会
・
岩
田

四
6
2－

2
7
1
5

番

反

核

フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

７

月
2
7日
出

第
一
部
＝
午
後

２
時
か
ら
、
第
二
部
＝
５

時
か

ら

会
場
市
民
会
館

内
容
合

唱
「
象
列
車
が
や
っ
て

き
た
」

ほ
か
（
各
コ

ー
ナ
ー
で

は
、
午

前
1
0時
～
午
後
５
時
の

間
、
原

爆
写
真
展
・

す
い
と
ん
試

食
会

な
ど
を
開
催
）

費
用
三
百
円

（
中
学
生
以
下

無
料
）

黷
松
戸
市
原
爆
被
爆
者
の

会
四

8
6－

８（
ｊ
８
７
番

ご
み

減
ら

し
音

頭

「
踊
る

ご

み
減

ら
し
」

を
盆

踊

り
で
楽

し
く

踊

つ
て
み

ま
せ

ん
か

８
月
２
日

脂
午
後
７

時
～
９

時

示

雨
決
行
）

会
場
西
口
公

園
（
松
戸
駅
西
口
Ｄ

マ
ー
ト
前
）

蠢
松
戸
民
踊
愛
好
会
・
川
島
四

6
2
1
aり（
Ｕ［
Ｄ
７
番

サ

ロ
ン
コ

ン
サ

ー
ト

７
月
2
6日

脂
午
後
Ｏ

時
1
5分

～
4
5分

会
場
総
合
福
祉
会
館

一
階
ロ
ビ
ー

内
容
葵
会
に
よ

る
小
唄
・
三

味
線
演
奏

壥一
矢
切
公
民
館
四
6
8－
1
2
1

4
番

先
生

の
た

め
の

お
は

な
し
教

育
集
中

講

座

８
月
2
4日
出
・
2
5日
㈲
、
午

前
1
0時
～
午
後
４
時

会
揚
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
部
（
新

松
戸
南
ニ
ー
ニ
）
内
容
絵
本

の
見
せ
方
語
り
方
・
人
形
の
製

作
な
ど

費
用
テ
キ
ス

ト
代
な

ど
五
千
五
百
円

対
象
保
育
や

教
育
を
専
門
に
し
て
い
る
人
・

先
着
四
十
人

圃
８
月
2
0日
㈹
ま
で
に
、
電
話

で
網
松
戸
市
お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン
｛
1
4
4
j
3
0
3
7
番
へ

合
唱
交
歓
会

８

月
４
日
面

午
後
Ｏ
時
3
0分

～
４

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

費
用
無
料

窟
松
戸
市
合
唱
連
盟
・
浅
井
四

6
7－
（
Ｘ）ｇ
）１
３

番

世
界

児
童

絵
画

展

７

月
3
0日
㈹
午
後
３
時
3
0分

～
８

月
４
日
照
午
後
４

時

会

場
文
化
ホ
ー
ル

費
用
無
料

饉
杉
原
千
畝
記
念
財
団
・
増
田

・
1
6
2

－
0
3
5
0

番

音
楽

の
広

場
（

合
唱

講
座

）

７

月
2
3日
㈹
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

音
楽
室

費
用
テ
キ
ス

ト
代
二

千
七
百
円

蹇
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

福
助

菊
作

り
植

込
み

講
習

会

８

月
４
日
収
午
後
１
時
～
４

時

会
場
市
民
会
館

費
用
無

料圜
千
松
菊
花
会
・
君

島
容
8
7－

1
4
5
0

番

「
国

民
文

化
祭

ち

ば
Ｊ
」
協
賛

事
業

常
盤

平
ふ

れ
あ

い
広

場

８

月
４
日
㈲
午
前
1
0時
～

午

後
４

時

会
場
常
盤
平
駅
前
け

や
き
通
り
（
地
図
参
照
）

内
容

①
出
演
コ

ー
ナ
ー
（
各
種
の

踊

り
、
音
楽
な
ど
）
②
ス

ポ
ー
ツ
コ

ー
ナ
ー
③
お
買
物
コ

ー
ナ
ー
④

福
祉
・
健
康
コ
ー
ナ

ー
⑤
こ

ど

も
み
こ
し
な
ど

蠢
常
盤
平
ふ

れ
あ
い
広
場
実
ら

委
員
会
四
8
8－
9
3
6
7

番

さ
と
う
宗
幸
「
野
の
花
コ
ン

サ

ー
ト
」

９

月
５
日
困
午
後
６
時
3
0分

開
演

会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル

費
用
三
千
五
百
円

蠢
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
・

田
瀬
｛
1
4
4
－
7
1
1
9

番

松
戸

市
身

体
障

害
者

福
祉

会

親

ぼ
く
研

修
旅

行

９
月

―
日

㈲
～
２
日

側

二

泊
二
日
｝

行
き
先
福
島
県
飯

坂
温
泉

対

象
市
内
在
住
の
身

体
障
害
者
手

帳
所
持
者
・
先
着

八
十
五
人

費
用
大
人
一
万
二

千
円
、
子
供
九
千
円

圃
８
月
1
0日
出
ま
で
に
、
電
話

で
柳
｛
1
4
6
1
3
5
7
1
番
へ

簿

記

教

室

会
場
松
戸
商
工
会
館
会
議
室

持
ち
物
筆
記
用
具
、
そ
ろ

ば
ん

か
電
卓

匣
参
加
費
を
持
参
し
て

、
直
接

松
戸
商
工

会
議
所
(
B
6
4－
3

1
1
1

番
）
へ

初級( 日商簿記検定３級程 度)

卜 期 日 時 間 贄 用 定員

昼⊃～ス
９／３図

～11/860

期間内の火曜日と金曜

日（全20回）

豪ただし10/4 圀のみ

３日困となります

午前９時

30分～

11時30分

参加費

10,000円

(非会員

20,000円)

※テキスト代

を含む

黻
夜コース

午後６時

Ｓ

８時

中級(日商簿記検定２級程度)

卜 期 日 時 間 費 用 定員

昼コース
9/3M

～11/8R

期間内の火曜日と金曜

日（全20回）

※ただし10/4R のみ

３日困となります

午前９時

30分～

11時30分

参加費

15.000円

(非会員

25,000円)

豪テキスト 代

を含む

黻
夜コース

午後６時

Ｓ

８時

ス
ポ
ー
ツ

新

松
戸

グ
ラ
ウ

ン

ド
ゴ
ル

フ

大

会７
月
2
1日
面
午
前
９
時
～
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
校

庭

対
象
新
松
戸
地
区
一
般
市

民

費
用
無
料

圉
直
接
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
木
下

｀
4
5

－
3
4
2
9

番

市
内

中

学
生
・

高
校

生
テ

ニ

ス
大

会

８

月
2
7日
㈹
・
2
8日
困

宇

備
日
2
9日

困
〕
、
午
前
８
時
3
0

分
現
地
集
合

会
場
松
戸
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ

種
目
男
女
シ
ン

グ

ル
ス

対
象
市
内
在
住
・
在
学

の
中
学
生
・
高
校
生
、
男
女
各

六

十
四
人

費
用
無
料

兩
８
月
1
0
日
出
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

男
女
の
別
・
学
校
名
を
明
記
し
、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
一
六
二
〇

松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
へ

蠢
松
戸
テ
ニ
ス
協
会
・
赤
松

｀

3
2－
3
0
4
7

番

夏
季
市
民
軟
式
庭
球
大
会

８

月
2
5日
収
午
前
８
時
3
0分

受
け
付
け

会
場

栗
ヶ
沢
公
園

庭
球
場

対
象
市
内
在
住
・
在

勤
の
社
会
人

種
目
一
般
・
成

年
・
壮
年
男
女

費
用
一
チ
ー

ム
千
五
百
円

圃
８
月
９
日
畄
ま
で
に

、
振
り

込
み
用
紙
で
松
戸
軟
式
庭
球
連

盟
へ

蠢
小
倉

容
4
5
1
0
8
9
9
番

健
康

体
力

づ

く
り
リ

レ

ー
大

会
９

月
2
9日
㈲
午
前
９
時
か
ら

会
場
運
動
公
園
陸
上

競
技
場

対
象
児
童
・
生
徒
の

部
＝
小
学

生
～
高
校
生
男
女
各
四
人
（
一
人

八
百
肩
）
、
一
般
の
部
＝

十
八
歳

上
（

十
歳
の

年
齢
別
男
女
計
七

十
人
二

人
四
百
～
八
百

片
）

※
市
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

惠
７
月
2
2日
興
か
ら
、
電
話
で

ス

ポ
ー
ツ
課｛
1
6
3－
9
2
4
1

番
へ

市

民

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

教

室

７

月
3
0
日

㈹
～

８

月
２

日
金

、

午
前

９

時

～

正

午

会

場

中
央

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル

場

対

象

一
般

市
民

費

用

無

料

圃

当

日

会

場
で

蠢
松

戸

市

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル

協
会
・

池
田
｛
1
4
3－
0
2
5
0

番

軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

７

月
2
1
日
照

午

前
９

時
～

正

午

会

場

新
松

戸

西

小

学

校
体

育
館

対

象
一

般

市
民

費

用

無
料

内

容
ラ

ー
ジ

ボ

ー
ル

卓

球
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
ソ
フ
ト

バ
レ

ー

ボ

ー
ル

惠

直

接

会

場
で

黯

体

育

指

導
委

員

・

木
村

四
4
1

－
8
5
7
9

番

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

球

技

大

会

８

月
1
1
1
1

一
日

照

午

前
９

時

か

ら

会
場

運

動
公

園

体

育
館

種

目

バ
ス

ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル

、

バ
レ

ー

ボ
ー
ル

、

バ
ド

ミ

ン
ト

ン

費

用

千

円

対
象

連

盟
会

員

と

一

般

市

民

定

員

百
人

惠
８

月
５

日

側

ま
で

に

、

電

話

で

松

戸

市
ス

ヶ
Ｉ

ト
連

盟

・
田

中

〔
ニ

ツ

木

三

ス

タ

ー
ラ

ン

ド

内

亠

。
4
1
j
2
1
2
1

番
へ

くらし

のメモ

夏
バ
テ
を
防
ぐ
食
生
活

蒸
し
暑
い
い
季
節
に
な
り
、
食
欲
が
衰

え

る
ば

か
り

で
な

く
、

寝
苦

し

さ
か

ら

睡

眠
不

足
に

な
り

、
体

力
が

減
退

し
や

す
く
な

り
ま

す
。

今

回

は
、

暑
い
夏

を

乗
り

切

る
た
め

の
食

生

活
の

ポ
イ
ン

ト

を
ア

ド
バ
イ

ス

し
ま

す

。

健
康
の
基
本
は
、
一
日
三
食
を
し

っ
か

り
と
取

る
こ
と
で
す
。
夏
の
食
生
活
の
乱

れ
は
、
秋
に
「
ツ
ヶ

」
と
し
て
回
っ
て
き
ま

す
。
体
調
を
崩
さ
な
い
た
め
に
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
生
活
を
心
掛
け
ま
し

夕
つ
。

特
に

朝
食
は
、
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
体
ば
か
り
で

な
く
頭
の

働
き
を

活
発
に

す
る
た
め
に
も
必
要
で

す
。
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
は
二

日
三
十
種
類
の

食
品
」

を
取

る
こ
と
を
目
安
に
す
れ
ば
、
自
然
に

保
た
れ
ま
す
。

夏

場

の

食

事

の

工

夫

こ
の
季
節
は
、
そ
う
め
ん
や
冷
や
麦
な

ど
の
め
ん
類
を
取
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま

す
が
、
め
ん
類
だ
け
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｒ

を
は
じ
め
、
栄
養
価
が
乏
し
く
な
り
ま
す
。

冷
や
奴
や
ひ

じ
き
・
五
目
豆
・
切
り
干

し
大
根
な
ど
の
煮
物
を
加
え
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
主
食
を
ビ
タ
ミ
ン
Ｒ

・
Ｅ
、
食

物
維
繊
が
豊
富
な
胚
芽
精
米
・

パ
ン
に
す

る
の

も
よ
い
工

夫
で
す
。

食
欲
の
な
い
時
は
、
酢
や
香
辛
料
を
使

っ
た
も
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
夏

に
限
ら
ず
野
菜
は
毎
日
食
べ
る
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

水

分

補

給

を

忘

れ
ず

に

発
汗
の
多
い
こ
の
季
節
は
、
水
分
の

補

給
も
不
可
欠
で

す
。
特
に
子
ど
も
は
発
汗

量
が
多
い
の
で

、
麦
茶
や
お
茶
を
十
分
に

与
え
て
く
だ
さ
い
。

た

だ
し
、
ジ
ュ
ー
ス

や
清
料
飲
料
水
の

飲
み
過
ぎ
は
、
食
欲
を
減
退
さ
せ
ま
す
の

で
要
注
意
で

す
。

親

子

で

献

立

作

り

を

こ
こ
で
一
つ
提
案
で
す
が
、
親
子

で
献
立
作
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
肉
・
魚
・
豆

な
ど
主
な
お
か

ず

を
決
め
ま
す
。
次
に
そ
れ
に
合
い
そ

う
な
野
菜
料
理
を
二
圭

二
品
。

常
に

ご
飯
と
汁
物
の
ほ
か
、
お
か

す
の
皿

数
を
二
王

二
つ
と
決
め
て
お

く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

献
立
作
り
を
す
る
こ
と
で
、
食
べ
る

こ
と
へ
の
興
味
が
大
き
く
な
り
、
食

生
活
の
見
直
し
に
も
な
り
ま
す
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

梅干し を使っ た料理で食 欲増進を

コース Ａコース Ｂコース

テーマ
国 際 交 流事 始め

―徳川昭武とその時代―

アパルトヘイト廃絶
―南アの現実と今後

の課題―

期 日 8/2 ・9･23･30
の各金曜日

8/21･28､9/4
の各水曜日

会場時
間

市民劇場 午後６時30分～８畤30分

講 師 東京大学教授
芳賀徹氏ほか 南ア問題研究所松島多恵子氏ほか

費 用 無 料

定 員 各50人



1991 年( 平 成３ 年) ７月 ２０日

ご参加くささい 情報

募
集
し
ま
す

平

成

３

年

度

北

千

葉

広

域

水

道

企

業

団

職

員

募

集

北

千
葉

広

域

水
道

企

業

団
は

、

県

を

け
じ

め

、
松

戸

市

を

含
む

七

市

二
町

が

、

水
道

用

水

供
給

事

業

を
行

う

た
め

に

設

立

さ
れ

た

地

方

公

共

団
体

（
一

部

事
務

組

合

）
で

す

。

職

種
一

般

事

務
・

土

木

・
化

学

対

象
①

上
級

職

＝

昭
和
3
8

年
４

月
２
日

～
4
5
年
４

月

―
日

生

ま

れ
の

人

（
試

験

内

容
は

大

学

卒

業
程

度

）

②
初

級

職
＝

昭

和
4
5
年
４

月
２

日

～
4
9
年
４

月

１
日

生
ま

れ

の
人

（
同

高
校

卒

業

程

度
）

採
用

人

数
各
職

種

と

も

若
干

名

試

験
日

時
９

月

１

日

㈲

午

前
９

時
1
0
分
か

ら

青

雲

閣

（
千

葉

市
本

町

三

上
一
〒

一
七

）
で

惠
７

月
3
0
日

内
～

８

月
2
6
日

側

〔

郵

送
の

場

合

、
８

月
％
一
日

出

ま
で

の

消

印

有
効

〕

の

間
に

、

申
込

用

紙

に

必
要

事

項

を
記

入

し
て

、
直

接

ま
た

は

郵

送
で

〒

2
7
1
松

戸

市

小

根

本
七

北

千
葉

広

域

水
道

企

業

団

総
務

部

総

務
課

(
0
6
4－
6
0
3
2

番

）
へ

″
申
込

用

紙
の

郵

送

を

希
望

す

る
人

は

、
封

筒

の

表
に

「

受

験
申
込
用
紙
請
求
・
と
朱
書

き
し
、
百
七
十
五
円
切
手

を

同
封
し
て

、
前
記
住
所
ま
で

英
語

ス

ピ
ー
チ
コ

ン

テ
ス
ト

出
場

者
を
募

集

1
0月
1
2日
出
午
後
１

時
3
0分

か
ら

会
場
勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の

高
校
生

兩
８
月
1
5日

團
ま
で

に
、
電
話

で

膕

松
戸
市

国

際
交

流
協

会

（
市
役
所
内
）
へ

喜
楽

家
サ

マ

ー
キ
ャ

ン
プ
参

加

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集

８

月
３
日
出
～
５
日
㈲
（
二

泊
三
日
）

場
所
殿
山
公
園
（
新

作
三
丁
目
）

対
象
障
害
者
と

キ
ャ
ン

プ
生
活
を
し
よ
う
と
思

う
人

な
ら
ど
な
た
で
も

費
用

二
千
円
（
高
校
生
以
下
千
円
）

※
金
銭
・
物
品
カ
ン

パ
、
そ
の

ほ
か
の
手
伝
い
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

惠
電
話
で

、
喜
楽
家

｀
4
4－
9

9
5
1

番
（
月
曜
日

を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５

時
）
へ

明

る

い
選
挙

啓
発

ポ
ス

タ

ー

募

集内
容
明
る
い
選
挙
の

推
進
を

表
す
も
の

対

象
市
内
在
住
の

人

規
格
四
十
五
参
×
三
十
惣

か
ら
五
十
五
惣
×
四
十
惣
以
内

の
大
き
さ
で
色
彩
は
自
由

巫
作
品
の
裏
側
右
下
に

、住
所
・

氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
性

別
を
記
入
し
て
、
９

月
1
0日
㈹

ま
で
に
〒

詞
松
戸
市
根
本
三
八

七
－

五
松
戸
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ

さ
人
一
点
自
作
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
応
募
作
品
は
お
返

し
し

ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の

版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
、

作
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

科
学

技

術
に
関

す

る
功
労

者

・
功

績
者

の
推
薦

を

対
象
①
科
学
技
術
功
労
者
②

研
究
功
績
者
③
科
学
技
術
振
興

功
績
者
④
職
域
に

お
け
る
創
意

工
夫
功
労
者

推
薦
期
限
①
～

③
８

月
2
7日
吻
④
９
月
3
0日

㈲

瀕
県
商
工
労
働
部
工
業
課
指
導

係
｛
1
0
4
7
2
－
2
3－

２
４

λ弖

５

唇
高
校

生
の

税
の

作
文

募
集

テ
ー
マ
税
に
つ
い
て
、
日

ご

ろ
考
え
て
い
る
こ

と
や
意
見

応
募
資
格
高
校
生
な
ら
ば
ど

な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

惠
９
月
５
日
困
ま
で
に
、
一
人

一
編
三
千
手
以
内
で
（
作
文
の

末
尾
に
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、

学
年
・
学
校
の
所
在
地
を
明
記
）

郵
送
に
よ
り
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
五
三
―
三
松
戸
税
務
署

（

一`
6
3－

1
1
7
1

番
）
へ

※
優
秀
作
品
に

賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま

す
。

松
戸

マ
ラ
ソ

ン
出

場
者

募
集

1
0
月
６
日
面
集
合
場
所
中

部
小

学
校

種
目
二
十
諺
一
般

男
女
・
五
諺
一
般
男
女
・
五
諺

中
学
男
女
・
二
冫
親
子
ペ
ア

示

学
生
と
そ
の
親
）

コ

ー
ス
江

戸
川
堤
防
（
二
十
諺
は
新
松
戸

折
り
返
し
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

、
先

着
順
で
人
数
制
限
あ
り

惠
７
月
3
1日
困
ま
で

に
、
六
十

二
円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封

筒
を
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
二
〇
六

○
松
戸
商
工
会
館
内
第
十
回
松

戸
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
(

ｆｔ

6
5－
0
2
3
4

番
）
へ
郵

送
し
、

返
送
さ
れ
た
参
加
申
込
書
で
８
．

月
2
0日
㈹
ま
で
に
申
し
込
む
。

国

民
年
金

写
真

コ

ン
ク

ー
ル

作

品
募
集

受
付
期
間
９

月
3
0日
㈲
ま
で

入
賞
者
発
表
1
0月
下

旬

表
彰

1
1月
８
日
窗

作
品
内
容
四
季

を
通
じ
て
の
県
内
の
風
景
・
行

事
・
名
所
・
旧
跡
・
文
化
財
・

風
俗
な
ど
広
報
紙
の

表
紙
に
適

し
た
も
の

規
格
キ
ャ
ビ
ネ
以

上
四
ツ
切
り
ま
で

（
カ
ラ

ー
プ

リ
ン
ト
に
限
る
）

圉
作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を
張

っ
て

、
〒
2
6
0
－
9
1
千
葉
市
市
場

町
一
―
一
千
葉
県
社
会
部
国
民

年
金
課
内
千
葉
県
国
民
年
金
協

議
会
（
容
〇
４
７
２
－
2
3－
2

3
8
9

番
）
へ

暴
力

団
追

放
ミ

ニ
ポ

ス

タ
ー

募
集

惠
９

月
3
0日
側
（
当
日
必
着
）

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
の
裏
に
作
品

（
画

材
は
自
由
）
を
、
表
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
ま
た
は

学
校
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て

、
〒
2
8
0
千
葉
市
中
央
四
－

一

三
－

七
千
葉
県
酒

造
会
館
内
纐

千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

（
｛
1
0
4
7
2
－
5
4
1
8
9
ｑ
｝

ｏ

番
）
へ
（
1
0月
中
旬
に
入
選

者
に
連
絡
し
ま
す
）

臨
時

職
員
（
保

健
婦
）
募

集

資
格
保
健
婦
の
資
格
の
あ
る

人
。
年
齢
は
不
問

職
務
内
容

産
休
・
育
児
休
業
の
代
替
保
健

婦

勤
務
時
間
午
前
９

時
～
午

後
５

時

時
給
千
百
五
十
円

茴
人

事
課
人
事
係

千

葉

県
警
察
官

募

集

受
付
期
間
７
月
８
日

側
～
８

月
2
8日
團

第
一
次
試
験
日
９

肩
８
日
㈲

募
集
人
員
①
警
察

官
（
大
卒
・
高
卒
）
＝
百
五
十

人
程
度
②
婦
人
警
官
＝
三
十
人

程
度

対
象
①
昭
和
3
9年
４
月

２
日
～
4
5年
４
月
１
日

生
ま
れ

の
大

学
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の

男
子

。
昭
和
3
9年
４

月
２
日
～

4
9年
４
月

―
日
生
ま
れ
の
高
校

卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
男
子
②

昭
和
3
9年
４
月
２
日
～
4
9年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
女
子
（
学
歴

不

問

）

蠢

松

戸

警

察

署

｀
６９

ｊ
Ｏ

１

１

．．

０

番

・

松
戸

東

警

察

署
｛
1
4
3－

0
1
1
0

番
お
知
ら
せ

市

社
会

福
祉

協
議
会

の

会
費

納
入

に

ご
協

力
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
会
員
に

な
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
会
費
を
財
源

と
し
て

運
営
し
て
い

ま
す
。

毎
年
７
月
～
９

月
は

会
員
増

強
月
間
で
す
。

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

会
費
一
般
会
眞
一

世
帯
三
百

円
、
特
別
会
員
一
口
千
円
（
い

ず
れ
も
年
額
）

蠢
市
社
会
福
祉
協
議
会
｀
6
8
1

0
5
0
3

番

保

健

衛

生

市

立

病

院

か

ら

の

お

知

ら

せ

８

月
５

日

側
～
1
0
日

出
の

間

、

市

立

病

院
形

成

外
科

外

来
で

は

、

医

師
の

都
合

に

よ
り
５

日

㈲
・

７

日

團

・
９

日

窗
は

新

患
の

み

外

来

診
療

を

行
い

、
６

日

㈹
・
８

日

困

・
1
0
日

出
は

休

診
し

ま
す

。

蹇

市

立
病

院
形

成
外

科

外

来

｀

6
3－

ｎ
乙
１
７

１

内

線

１
１

４
［
Ｄ

番井

戸

水

の

衛

生

管

理

を

飲
み

水
と
し

て

井

戸

水

を
利

用
し

て

い

る
人

は
、

水

質

検
査

を

受
け

る
な

ど

衛
生

的

な

管
理

を

心

が
け

ま
し

ょ
う

。

給

水
人

口

が
五

十

人
以

上

の

場

合
は

、

水

道
法

ま

た

は

千
葉

県

小
規

模

水

道

条
例
に

基
づ

く

維

持

管
理

が

必
要

で

す

。

黯

松
戸

保

健

所

環
境

衛

生

課
・

検

査

室
｛
1
6
1－
2
1
2
1

番

愛
の
献
血

期日 7/20(土) 28８ ， ８／３山

会場 松戸駅東口
伊勢丹松戸

店前
松戸駅東口

時間
午前IC耡

～

11時30分と
午後１時～
４時

午前1〔X侍

～午後４時

午前10時～
11時30分と
午後１時～
４時

主催 松戸市
松戸ライオ

ンズグラフ
松戸市

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

ツ
ベ
ル

ク
リ

ン
反
応

検
査

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
反

応
検
査
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
左
記
日
程

表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接

種
当
日
四
歳
未
満
で

、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

を
一
度
も
受
け
て
い

な
い
人
で

、

ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
問

診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

申

し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人
平
成

２
年
1
0月
１
日
～
３
年
３

月
3
1

日
生
ま
れ
で
、
６
月
末
ま
で
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
は
、

８
月
上

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で

申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
以
前
の
ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
の
問
診
票

を
持

っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

平
成
３
年
４

月
１
日
～
９

月

3
0日
生
ま
れ
の
人
に
は
、
１

月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

圃
ハ
ガ
キ
に
、
左
記
の
事
項
を

明
記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本

三
八
七
―
五
松
戸
市
役
所
保
健

衛
生
課
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

係
へ

ハガキ申し込み要領

●ツ反申し込み
●住所

●保護者氏名
●子供の氏名

ゲ子供の生年月

日●電話番号

黯

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

日 程 表

会 場
ツベル

クリン

判定定Ｂ

ＣＧ

時間

衢 生 会 館 8/26§ 8/28削

雷
１
咒
ヤ
品
背

松飛台市民センター 8/19月） 8/21伽

小金北市民センター ９／４團 9/6 鬯

東部市民センター 9/2 回 ９／４團

馬橋東市民センター 9/9 剛 9/11團

健康増進センター 9/9 回 9/11團

常盤平市民センター 8/28團 8/30塗

明 市民 セン タ ー 8/20M 8/22困

古ヶ崎市民センター 8/27図 8/29困

稔台市民センター 8/28伽 8/30塗

小金原市民センター 8/21伽 8/23捌

新松戸市民センター 9/10(火) 9/12困

小金市民センター 8/19(3) 8/21團

常盤平市民センター 9/17関 9/19W

馬橇市民センター ９／４團 9/6 瀏

六実市民センター別館 ９／３(刈 ９／５困

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 9/3M 9/5 内

※五香市民センターは､改修工事のため行いません。

譲

り

ま

す

不用品情報

［
家

具
］
◆

応
接

用

コ

ー

ナ

ー

七
千
円
◆
ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ

ト
一
万
円
◆
食
器
棚
無
料
◆

押
し

入

れ

だ
ん

す

二

千
円

二

点

◆
座

い

す
四

台

二

千
円

◆

二
つ
折
り
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
千

円
【
電
気

製

品

】
◆

二

櫪

式

洗
濯

機

千
円

◆

防

水
ラ

ジ

オ
三

千

五
百

円

◆

電
気

ス

ト

ー

ブ
無

料

・
千

円

◆

水
冷

式

ル

ー

ム

ク

ー
ラ

ー
ハ

千

円

【
子

供
用

品

】
◆

自

動

車
用

補

助
い

す

無

料
◆

ベ

ビ
ー

カ

ー

Ａ
型

三

千

五
百

円

◆

自

転
車

前
用

補

助

い
す

五

百

円
◆

三

輪

車
五

百

円
◆

ベ

ビ
ー

ば
か

り

千
円

・

二
千

円

◆

洋

式
子

供
用

便

座

五
百

円

二

点
◆

お

ま

る
無

瀬

◆

籐
製

ゆ

り

か

ご

五

千
円

◆

籐

製
木

馬

千

円

◆

ベ
ビ

ー
フ

ェ
ン
ス

三

千

円

◆

【
ス

ポ
ー

ツ

・
楽

器
】
◆
（

ン

デ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
三
千
円

【
日
用
雑
貨
】◆
掛
け
時
計
千

円
◆
石
油
ス
ト
ー
ブ
無
料
・

三
千
円
◆
ホ
ー
ス
リ
ー
ル
ニ

千

円

◆

鉛
筆

削

り

三

千
円

蛍
光

灯
の

か

さ
無

料

◆

折
り

畳

み

式

鉢

置
き

二

千

円
◆

プ

ラ
ス
チ
″
ク
お
ひ
つ
二
千
円

点
◆
木
製
お
ひ
つ
二
千
円
秦

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
旅
行
カ
バ

ン
五
千
円
◆
ペ
ル
ペ
ッ
卜
生

地
二
千
円

圉
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
）
を
明
記
し
て
、
７

月
2
4
日
次
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本

三
八
七
－

五
松
戸
市

役
所
消

費
生
活
課
消
費
生
活

係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し

、
当
選
者
に
電

話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介

後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
７
月
2
4日
困
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
価

格
は
一
万
円
ま
で
で
す
。
原

則
と
し
て
衣
料
品
、
食
料
品
、

自
転
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。

黷
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………容68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………a66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………き66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



第 ７５９号

頑張れ！伊藤さん・松下さん

スペシャル オリンピックに出場

7月19日からアメリカ合衆国ミ

ネアポリス市で開かれている、精

神薄弱者のスポーツ大会第８回ス

ペシヤルオリンピツクに、市内か

ら伊藤久雄さん（松戸在住）が水

泳選手として、松下正造さん（栗

ヶ沢在住）ガソフト ボールの選手

として出場しています。

６月26日、母親やコーチらとと

もに市役所を訪れた伊藤さんは、

市長の激励を受けました。

伊藤さんは、生きがい福祉事業

団「もえぎ作業所」で作業にあた

るかたわら、柏市内のスイミング

クラブでトレーニンフを続けてき

ました。

市長から 激励される 伊藤さん

松戸
の

野鳥

カワラヒラ

緑褐色の身体翼に

黄色の帯尾の先がヘ

こ む

全長15cm

翼開長24cm

見.られる所‥･市内全域

春から夏にかけて、よく電線でキリリ、ビ

ーンとさえずっている。また、鳴きながら飛

ぶことも多く、広げた翼の黄色の部分が下か

らは透けて見える。市内では１年中見られる

が、冬のほうが北から渡ってきた仲間で数が増

える。ヒマワＵやコスモスの実が大好きで、

畑の隅や空き地にヒマワリを植えておくと集

まってくるとがある。

あなたの撮ったスナップ 写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。 採用の方に

は記念品を差し上げます。

広報課

いつもより おいしいね

中部小学校でバイキング給食

ど れを取ろう かな

自分でメニューを選択し、楽し

みながら自分自身の食生活や健康

について考えてみようと、バイキ

ング方式の給食会が、６月ワ日中

部小学校で行われました。

これは昨年から学期に１・２回

開かれているもので、今回は学級

を離れて、１～６年の縦割りグル

ープでの給食会となりました。

中部小学校ではほかにも、校庭

や近くの公園などで食べる弁当給

食など、ユニークな給食指導を実

施していて、子どもだちからもた

いへん喜ばれています。

給

食

委

員

会

委

員

長

の

矢
田
部

朋
子
さ
ん
（
六
年
）

み

ん

な
と

一
緒
に

食
べ

る

と

、
い
つ

も
の

給
食

よ

り
ず

つ

と
お
い

し

く
感
じ

ま

す
。

楽
し
い

し

、
こ

れ
か

ら
も

こ

ん
な

給
食

会
が

何
回

も
開

け

る
と

い
い

な
と
思

い

ま
す

。

精神薄弱者通所更生施設

第二わかば園が開園
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
決
ま
る

鉄筋２階建ての明るい建物

社会福祉法人松里福祉会による精神薄

弱者通所更生施設・第二わかば園が、フ

月１日開園しました。市内の授産・更生

施設などの定員不足を補うため、市所有

地の無償貸与により、昨年から建設して

いたものです。

'第二わかば園では、生活訓練や作業訓

練を通じて､障害者の社会的自立を図る一

方、地域社会とのつながりを大切にした

運営をし ていきたいということです。

広報紙上で募集したわかば園のシンボ

ルマークも、上のように決まりました。

わ
か
ば

園
の

シ
ン

ボ
ル

マ

ー
ク
に
決
ま
っ

た
、
神
保
米
雄

さ

ん
（
高

塚
新
田

）
の

作
品

。

「

若

葉
の
芽

生
え

と
人

が

両
手

を
い
っ

ぱ

い
に

空
に

向

け
て
広

げ
て

い

る
様
子

。
未

来
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
躍

動

的
な

構
図
に

し
た

」
と

い

う
こ

と
で

す

。

ま
つ
ど
文
学

散
歩

三
遊
亭
円
朝

一
粟
田
口
霑
笛
竹
」

あ
わ

た

ぐ

ち

し
め
す
ふ
え

た
け

丘遠橋から 矢切台 地を望む

明
治
時
代
の

落
語
家
・
三
遊
亭
円
朝
は

、

芸
人
と
し
て

秀
れ
て
い

た
だ
け
で
な
く
。

「
牡
丹
燈
籠
」
「
塩
原
多
助
一
代
記
」
「
文

七
元
結
」
な
ど
、
人
情
噺
と
い
う
高
度
な

話
芸
を
も
っ
て
日
本
文
化

史
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

一
八
三
九
年
、
落
語
家
の
子
と
し
て
生

ま
れ
、
七
歳
で
寄
席
に

初
出
演
、
少
年
期

に
兄
の
住
む
寺
に
移
住
し

、
仏
教
修
学
、

座
禅
に
励
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
円
朝
作

俔
の
特
色
で
あ
る
仏
教
の
因
果
応
報
、
輪

廻
思
想
を
も

っ
た
あ
ら

す
じ
の
土
台
に
な

っ
て
い

ま
す
。

明
治
時
代
に
入
り
、
江
戸
落
語
正
統
の

話
芸
は
円
熟
し
、
続
々
と
新
作
を
試
み
、

高
座
自
演
し
て
、
そ
の
速
記
を
新
聞
に
連

載
し
た
り
、
一
冊
に
ま
と
め
刊
行
し
た
り

し
ま
し
た
。

そ
の

怪
談

噺
や
人
情

噺
は
、
今
日
ま
で

多
く
の
芝
居
や
映
画
な
ど
で

も
上
演
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
粟
田
口
霑

笛
竹
」（
明
治
二
十

一
年
刊

行
）
は

、
粟
田

口
国
綱
と
い
う
名
剣
を
め

ぐ
る
敵
討
ち
話
で

、
多
彩
な
善
人
悪
人
が

入
り
乱
れ
て
登
場
し
ま
す
。

舞
台
も
葛
飾
の
堀
切
、
市
川
の
真
間
の

根
本
な
ど
と
と
も
に
、
下

総
矢
切
村
、
矢

切
の
渡
し
場
な
ど
も
何
度
も
出
て
き
ま
す
。

特
に
下
矢
切
の
し
の
、
丈
助
と
い
う
親

子
は
、

‘善
悪
両

端
と
七
て

描
か
れ
、
丈
助

に
よ
る
矢
切
の
渡
し
で
の
殺

し
の
場
、
し
の
の
「
下
矢
切

の
大
き
な
榎
の
あ
る
」
家
で

の
夫
の
形
見
の
脇
差
で
息
子

丈
助
を
刺
す
場
面
な
ど

重
要

な
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下

、
松
戸
が
舞
台
の
場

面
を
抜
き
書
き
し
て
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
伊
兵
衛
安
兵
衛

の
二
人
は
、
下

総
の
下
矢
切

村
の

若
草
の
叔
母
の
家
を
訪

ね
て

ま
い
り
ま
し
て
、
こ
こ

だ
と
思
い
、
と
見
る
と
生
け

垣
が
あ
り
ま
し
て

、
は
い
り

口
に
大
き
な
榎
が
あ
り
、
土

間
も
小
広
う

ご
ざ
い
ま
す
。

侍
「
さ
あ
両
人
と
も
お
お
と
い
っ
し
ょ

に
矢
切
山
へ
行
け
。
こ
う
押
え
た
ら
雷
が

鳴
っ
て
も
放
さ
ん

、
し
ば
ら
く
人
を
斬
ら

ん
が
、
ち
ょ
う
ど
幸
い
新
身
が
手
に
入
っ

た
か
ら
試
し
て
や

る
か
ら
、
お
れ
と
い

っ

し
ょ
に
矢
切
山
へ
行
け
。
両
人
と
も
に
首

を
ぶ
ち
落
と
し
て
や
る
」

と
言
わ
れ
、
二
人
は
ワ
ナ
ワ
ナ
震
え
て
お

り
ま
す
と
こ
の
と
き
矢
切
の
渡
し
場
へ

舟

を
つ
け
て

上
が
り
ま
し
た
の
は
荷
足
の
仙

太
で

ご
ざ
い

ま
す
。

翌
日
に
な
り
ま
す
と
、
お
み
ゑ
が
ふ
と

考
え
、
山
を
越
す
と
矢
切

村
だ
が
、
お
お

か
た
家
来
の

勇
助
か
乳
母
の
と
こ
ろ

を
頼

っ
て
行
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら

、

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
い
う
の
で
、
こ
れ

か
ら
丈
助
か

供
を
し
て
上
矢
切
、
中
矢
切
、

下
矢
切
と
だ
ん
だ
ん
山
を
下
り
て
ま
い
り

ま
す
と
、
は
い
り
口
に
榎
の
あ
る
家
を
見

て
、
み

ゑ
「
こ
こ
だ
よ
」

丈
助
と
二
人
で

葛
西
の
柴
又
の
帝
釈
の

う
し
ろ
の
土
手
へ
か
か
り
、
四
丁

ば
か
り

ま
い
っ
て

、
な
だ
れ
に
下
り
る
と
下
矢
切

の
渡
し
で

ご
ざ
い

ま
す
が
、
田

舎
の
渡
し

は
め
っ
た
に
渡
る
人

が
い
な
い
か
ら
、
夜

に
入
っ
て

ば
陰
々
と
し
て
お
り
ま
す
る
。

（
「
粟
田
口
霑
笛
竹
」
）

（
市
立
図
書
館
）
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